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1. フォーマット

• 用紙サイズ： A4サイズとします．
• 表題に論文名，著者名，アブストラクトを和文・
英文併記でお書きください．

• Keywords（英文）を 1行程度お書きください．
• 本文は 2段組とします．
• 図表類は本文中に埋め込んで下さい．
• 原稿は 6ページ以内です．

本サンプルは pLATEX2ε for Windows1, 2) の使用を前
提として作成されています．LATEX2.09 など他のバー
ジョンをご使用の場合，スタイルファイルの修正等が
必要になる可能性がありますが，それらへの対応につ
いてはご容赦下さい．

2. 式・図・表などの書き方

2.1 数式

原則として，すべての数式に式番をつけてください．
式番は通し番号とし，(1), (2), · · · のように表します．

参照する場合は式 (1), 式 (2), · · ·とします．

y =
a+ b

c+その他
(1)

式 (1)に a = 2.0を代入すると，· · ·となる．

2.2 図表
図表のキャプション番号は，それぞれ，Fig.1, Fig.2,

· · ·，Table 1, Table 2, · · · のように通し番号としてく
ださい．本文中で図，表を引用する場合には，図 1,図
2, · · ·，表 1,表 2, · · ·とします．図 1は · · ·を表し，表

楕円形 五角形

Fig.1 Figure sample

1は被験者属性を示している．
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Table 1 Subjects’ attribution

Subject Age Gender

#1 22 yrs Female

#2 24 yrs Male


